
 

次世代に必要な力とは 

校長  生田目 将 

  6 月の学校だよりの題字「自立と共生」は、２年５組の目黒莉緒菜さんの作品です。  

過日、多くの保護者・地域の方々をお迎えし、「第４８回体育大会」を子どもと教員が輝く教育活動

として大成功に終えることができました。練習期間中の体操着の洗濯や日常の健康管理及び当日のお弁

当作りまで様々なところでの保護者の方々のご協力に感謝いたします。 

さて、今年度から教育目標『自立と共生～良好な学習集団のもとで、持続可能な社会の創り手を育て

る～』を掲げ、未来：Society5.0(超スマート社会)の地域・ 日本・世界を支える子どもたちを育成す

るために付けたい資質や能力を、以下に挙げてみました。これは未来に限らず現在求められている力で

もあります。 

〇何が必要か判断する力        〇多様な人々と協働できる力       〇レジリエンス 

〇自らから問いをたて、よりよく解決できる力   〇論理的思考力  〇情報活用能力 

〇学び続ける力               〇合わせる力  

〇既存の価値観にとらわれず、自分の考えを発信できる(ESD/SDGs:「モノ言うこども」の育成) 

今後加速化する AI の発達に伴い、人間の力や学力の捉え方が変わっていく現代社会の中で、生きて

いく上での衣食住を成立させるために必要な力は不変です。現在、社会生活に困難を感じている大人の

中に「正しい答えを速く出す」という訓練を学習としてやらされてきた人が多く存在し、物事に対して

引っかかったり疑問をもったりできず、自分で考え抜くという力が十分に備わっていない傾向が強いよ

うです。今後のコンピュータ等の発達により単純な情報処理を必要がなくなり、AI の発達で知識が重視

される職業はなくなっていく。すなわち AI が活躍する場面が増えるということは、人の職として存在

していたものが AI へどんどん移行されていくということです。そのような社会で、今の子どもたちは

これから何をすべきでしょうか？コンピュータが中心となった人間味のない社会になる懸念があります

が、そんなことはありません。AI は人の心情に伴う行動の「意味」を考えることが苦手で、そこに人間

と大きな差があります。「意味を掴むこと」「考えること」「生み出すこと」は人間の世界に必ず残る

はずです。人間のクリエイティビティや人と人との繋がりは決してなくなりません。これらは人間とし

て非常に「面白い」と感じるものばかりであり、AI が発達することで、人間としての本質の原点に戻る

ことができるように思います。さらに欲張るなら「没頭する」という重要な力を身に付けてほしいで

す。 

和田中生には、自分にとって興味深いもの・やってみたいと感じるものに対し、存分に没頭し、やら

されているという感覚から決して出ることのない「面白い」という感情を、「没頭する」時間を経験す

ることでたくさん感じてほしいと願います。 

次回は「気づくこと」「まねること」について共有したいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行事予定 
＜６月末～７月＞  

6／26(水) 眼科健診 8(月) 生徒会朝礼 生徒会選挙告示 

27(木) 午後カット（全学年） 12(金) 避難訓練 

28(金) 歯科検診 伝統文化体験（希望者） 17(水) 給食終了 

7／ 1(月) 全校朝礼 18(木) 大掃除 ４時間授業 

2(火) 安全指導 専門委員会 19(金) 終業式 ３時間授業 

4(木) 中央委員会 22(月) 三者面談 始 

5(金) ブラッシング指導（１年） 漢字検定 26(金) 三者面談 終 

6(土) 道徳授業地区公開講座 数学検定 

学校運営協議会 PTA クリーンアップデー 

  

 

 

表彰 
 

 

 

 

○武蔵野市民スポーツ大会 春季陸上大会  女子中学市外 800m ２位 ３年１組 O.K 

                 女子中学市外走高跳 ２位 ３年１組 O.H 

男子中学市外 200m ３位 ３年３組 K.Y 

○東京都中学校地域別陸上競技大会 男子西部共通 400m ３位 ３年３組 K.Y 

                 女子西部 2,3 年 800m ６位 ３年１組 O.K 

○ATF Juniors in JAPAN U-14（テニス） ３位 ２年２組 Y.T 

新しい環境にも慣れ、メンバーの特性も互いに分かって

きた時期の行事は、仲間づくりに大きな影響を与えます。

体育大会の取組を通し、和田中生は一歩深い関係づくりへ

と踏み出しました。 

台湾教育部視察 

 日本の ESD（持続可能な開発

のための教育）をご覧いただく機

会でした。生徒が明るく挨拶する

態度に感激しておられました。 

 台湾地震からの復興を願い、生

徒会が募金活動を呼び掛けまし

た。当日、被害の大きかった地域

の校長先生にお渡しすることがで

きました。 

体育大会 

 勝敗は必ず付きますが、勝つための

工夫や試行錯誤が成長をもたらしま

す。そして力いっぱい躍動して勝敗が

決した後、この行事で得たものは何だ

ったでしょうか。 

本校の ESDを中国語で説明する教諭です！ 

★今年度新たに設定した「水曜時程」を、

「特別時程」に名称変更します。詳しくは

ホームページでご確認ください。 


